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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 京都府

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 野田川町立市場小学校

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ １ ２ ２ １ １ １１
２１

児童数 ４６ ４１ ３８ ４４ ５３ ３４ ３ ２５９

Ⅱ 研究の概要
１ 研究主題

「一人一人が意欲的に学び、主体的に考え、表現する児童の育成 （国語科）」
～ 児童の瞳輝く授業の創造をめざして～

２ 研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

○ 国語少人数授業実施学年
３・４・５・６年

昨年度は４～６年生で実施。今年度は昨年度の研究成果と課題を整理し、児童の実態等か
ら少人数授業実施学年を決定。よりきめ細かな個に応じた指導を実施し、学力の充実・向上
を図るため。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
「一人一人が意欲的に学び、主体的に考え、表現する児童の育成」

～ 児童の瞳輝く授業の創造をめざして～
○ 研究の見通し（仮説）

仮説１ 一人一人の児童の個性を理解し、個を生かす指導を充実することにより、児童
は意欲的に学び、豊かな言語感覚や表現力を身に付けるであろう。

平 仮説２ 児童自らが探究する授業の創造を通して、思考力や想像力が高まり、主体的に
成 学ぶ力を身に付けるであろう。

仮説３ 多様な言語活動の場を設定することで、既習の「言語能力 「表現力 「伝え合14 」 」
年 う力」がより豊かで確かになるであろう。
度 ○ 研究の内容・方法（◎が重点）

◎ 一人一人が意欲的に学習する授業の在り方や教材の開発
◎ 自らが課題探究し、主体的に学ぶ力をはぐくむ指導の工夫
・ 「話すこと・聞くこと 「書くこと」と「言語事項」との相互関連を図った指導計」
計画の作成・実施・改善

◎ 評価規準の作成と評価方法の開発
・ 「総合的な学習の時間」との相互補完を図る表現活動の充実
・ 総合的な表現活動の場の設定

○ テーマ
「一人一人が意欲的に学び、主体的に考え、表現する児童の育成」

～ 児童の瞳輝く授業の創造をめざして～
○ 研究の見通し（仮説）

平 仮説１ 一人一人の児童の個性を理解し、個を生かす指導を充実することにより、児童
成 は意欲的に学び、豊かな言語感覚や表現力を身に付けるであろう。

仮説２ 児童自らが探究する授業の創造を通して、思考力や想像力が高まり、主体的に15
年 学ぶ力を身に付けるであろう。
度 個に応じたきめ細かな言語活動の指導を充実することにより、一人一人の児童仮説３

が自分の言葉で思いや考えを伝え合うことができるであろう。
仮説４ 多様な表現活動の場を設定することで、既習の「言語能力 「表現力 「伝え合」 」

う力」がより豊かで確かになるであろう。
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○ 研究の内容・方法（◎が重点）
◎ 一人一人が意欲的に学習する授業の在り方や教材の開発
◎ 発展的な学習や補充的な学習のための教材・教具の工夫・開発
・ 自らが課題探究し、主体的に学ぶ力をはぐくむ指導の工夫
・ 「話すこと・聞くこと 「書くこと 「読むこと」と「言語事項」との相互関連を図」 」
った指導計画（各学年指導内容の重点化を図った）の作成・実施・改善

◎ 評価規準等の見直し・検証と評価方法の開発
・ 「総合的な学習の時間」との相互補完を図る表現活動の充実
・ 総合的な表現活動の場の設定

「伝え合う力」をはぐくむ指導の充実◎
＊ 昨年度の内容からの変更点

仮説３の追加により、研究内容を具体的に記述

○ テーマ
「一人一人が意欲的に学び、主体的に考え、表現する児童の育成」

～ 児童の瞳輝く授業の創造をめざして～
○ 研究の見通し（仮説）

仮説１ 一人一人の児童の個性を理解し、個を生かす指導を充実することにより、児童
は意欲的に学び、豊かな言語感覚や表現力を身に付けるであろう。

仮説２ 児童自らが探究する授業の創造を通して、思考力や想像力が高まり、主体的に
平 学ぶ力を身に付けるであろう。
成 個に応じたきめ細かな言語活動の指導を充実することにより、一人一人の児童仮説３

が自分の言葉で思いや考えを伝え合うことができるであろう。16
年 仮説４ 多様な表現活動の場を設定することで、既習の「言語能力 「表現力 「伝え合」 」
度 う力」がより豊かで確かになるであろう。

○ 研究の内容・方法（◎が重点）
◎ 一人一人が意欲的に学習する授業の在り方や教材の開発
◎ 発展的な学習や補充的な学習のための教材・教具の工夫・開発
・ 自らが課題探究し、主体的に学ぶ力をはぐくむ指導の工夫
・ 「話すこと・聞くこと 「書くこと 「読むこと」と「言語事項」との相互関連を図」 」
った指導計画（各学年指導内容の重点化を図った）の検証・改善

◎ 評価規準等の検証と評価方法の工夫開発
・ 「総合的な学習の時間」との相互補完を図る表現活動の充実
・ 総合的な表現活動の場の設定
◎ 「伝え合う力」をはぐくむ指導の充実

( ) 研究推進体制3

校 長

教 頭

研究推進委員会

全体研修・研究会

・理論研究
・研究授業の事前・事後研究会
・指導・支援会議
・研究視察報告等

授業研究部 実践活動部

低・中・高学年グループ研究
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１ 研究の成果

国語科における年間指導計画を作成することで、各教材における付ける能力の重点化と目（１）
標の系統性を明確にするとともに、実践的検証を進めることができた。
少人数指導の実践からみた学習効果（２）

ア 操作的活動や創作活動、個別練習などにおける指導・支援がしやすくなった （教師側か。
ら）
イ 一人一人が授業の中で発言できる機会が増え、消極的な児童も意欲的に発言する姿が見
られた （児童側から）。
ウ 基礎学力診断テスト結果を見ると、昨年度は府平均を下回っていたが、少人数指導を行
った学年は、今年度の結果に伸びが見られ、府平均を大きく上回った。日常的な基礎・基
本の定着を図るための指導の徹底と少人数指導における個に応じた指導の工夫等による結
果の現れと思われる。
発展的な学習、補充的な学習の単元指導計画への位置付け、指導時間の明確化、及び学習（３）

集団編成・指導体制についての工夫と教材の開発が進んだ。
、 、 。（ ）４ 個に応じた指導の充実を図ることにより 児童の学習意欲 主体的な学びの力が高まった

多様な表現活動の場を設定したことで 「伝え合う」を意識した「話す・聞く力」が育ちつ（５） 、
つある。
学習活動における具体の評価規準・評価方法を明確にするとともに、評価チェック表を活（６）

用することにより毎時間ごとの評価がしやすくなった。

２ 今後の課題

指導者による差（指導力、児童理解）がでないよう、事前の教材研究、学習の進め方、学習方法、（１）
学習教材作成、評価の仕方等の十分な打ち合わせと連携をさらに進める。

個に応じた指導に視点を当てた授業改善と、基礎・基本の確実な定着を図る手だての工夫を充実（２）
させる。

児童の実態をもとに柔軟な学習形態や個別化の在り方を今後もさらに追究する。（３）
児童の実態を正しくとらえ、認め、励まし、ほめることに視点をおいた評価の工夫を進めながら、指（４）

導と評価の一体化をさらに図る。
よりよい国語科の発展的な学習・補充的な学習の在り方を学校教育全体において追究する。（５）
教育機器の整備と活用、学校図書館の蔵書数の充実を図る。（６）

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

学力等把握のための調査名 時期 対象学年 実施内容 調査の目的

小学校基礎学力診断テスト ４月 ４ ・６年 国語・算数 国語科・算数科における基
礎・基本の定着状況の把握

市販の学力テスト １月下旬 全学年 国語・算数 と今後の指導に生かすため

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

研究会、説明会等の開催実績及び開催予定（１）
平成１５年 ８月１８日 京都府小学校教育課程研究会の全体会及び国語分科会で研究○

内容を報告 場所 京都府総合教育センター北部研修所
○ 平成１５年 ８月１９日 与謝地区学力向上推進協議会第２回小学校・中学校部会で研

究内容を報告 場所 京都府宮津総合庁舎
○ 平成１５年１０月２４日 「国語科教育研究発表会」全学級公開授業、実践報告

場所 野田川町立市場小学校
研究成果普及のためのHPの作成、パンフレット作成等及び今後の予定（２）

○ 市場小学校 を作成し、国語科教育の研究内容公開 （平成１５年７月）HP

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。
【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 ﾚ １４年度からの継続校□
【学校規模】 □６学級以下 ﾚ ７～１２学級□

□１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級以上

【指導体制】 ﾚ 少人数指導 □ ・ による指導□ T T
□一部教科担任制 □その他

【研究教科】 ﾚ 国語 □社会 □算数 □理科□
□生活 □音楽 □図画工作 □家庭
□体育 □その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ﾚ 有 □無□
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